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特別支援教育における校内支援体制の構築に関する研究
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*
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特殊教育 か ら特別支援教育 へ の 転換 が 叫ばれ て い る中､ モ デ ル地 域で の 取り組み を始 め と して 各学校に お け る

校内支援体制 が整備 さ れ つ つ ある と い え る｡ しか しな が ら､ 各学校 に お け る取り 組み に つ い て は温度差があり､

特別支援教育 コ
ー

デ ィ ネ
ー

タ
ー

､ 校 内委員会､ 個別 の 指導計画等 が導入 さ れ 実践さ れ て い る
一

方 で ､ こ れ らが 未

整備 で あ っ た り､ 十分機能的 な役割を果 た して い な か っ た り等､ 課題 も山積 して い る の が現状 で あ る｡

本研究 に お い て は､ 特別支援教育 を推進 して い く上 で 校内支援体制 を構築する に あ た り､ 新 た に 支援 シ ス テ ム

を開発導入する こ と で､ そ の 成果 と課題を明ら か に する と と もに､ 特別支援教育 に お け る校内支援体制 の 在 り方

に つ い て 検討 し て い く こ と と し た｡ シ ス テ ム 導入 の 結果､ 運用 に際 して は､ 専門的知識を有する特別支援教育 コ
ー

デ ィ ネ
ー タ ー を 中心 と し た全教職員 に よ る共通理解 が不可欠 で あ る こ と が 明 らか に な っ た ｡

キ
ー

ワ
ー

ド : 特別支援教育 コ ー

デ ィ ネ
ー

タ
ー

､ 特別支援教育､ 校内支援体制

1 は じめに

2 00 1 年 1 月 ､ ｢ 2 1 世紀 の 特殊教育の 在り方に つ い て

( 最終報告)｣ の 提言以降､ それ ま で 注目され うる情報に

乏しか っ た障害児教育分野が にわか に脚光を浴び始めて

き た｡

2 0 0 3 年 3 月 ｢ 今後 の特別支援教育 の 在り方に つ い て

( 最終報告)｣ を受けて ､
い わ ゆる ｢ 障害の 程度等に応じ

特別の場で 指導を行う 『特殊教育』 か ら障害の ある児童

生徒
一

人
一

人 の教育的 ニ
ー

ズ に応 じて適切な教育的支援

を行う 『特別支援教育』 へ の転換を図る｣
1)
と い う セ ン

セ ー シ ョ ナ ル な提言 により､ 法整備を待たずして 各都道

府県で は､ モ デ ル地域の選定､ 特別支援教育 コ
ー

デ ィ ネ ー

タ ー

養成講座の 開設､ そ し て ､ 各学校で は校内支援体制

の 整備を始めとした様々 な取り組みが進められ て き て い

る｡ ま た､ こ れ ら の提言や小中学校 に お ける L D ､ A D

H D
､ 高機能自閉症の 児童生徒 へ の教育支援体制の 整備

の ため の ガイ ド ライ ン ( 以下､ ガ イ ド ライ ン と略す) 杏

受け て ､ 各都道府県教育セ ン タ
ー

等か らは､ 特別支援教

育 コ
ー

デ ィ ネ
ー

タ
ー

の 役割や校内委員会の進め方､ 個別

の指導計画の書式等とい っ た､ い わ ゆる特別支援教育に

関する マ ニ ュ ア ル が相次い で出され て き て い る
2)

｡ こ の

よ うな全国的な流れ はあたか も法整備が整 っ て い るか の

ような様相を呈して いると も いえる ｡

2 0 0 5 年 4 月 1 日 より ､ 発達障害者支援法が施行され ､

発達障害児がそ の 状態に応じて 十分な教育を受けられる

よう にするため に ､ 国や地方公共団体 は､ 適切な教育的

支援､ 支援体制の 整備､ そ の 他必要な措置を講ずる もの

とされた
3)

｡ そ し て幾多の議論を経て 20 0 5 年 1 2 月 ､ 中

*

松阪市立第
一 小学校

* * 三重大学教育学部障害児教育講座

央教育審議会に よる ｢特別支援教育を推進するため の制

度の在り方に つ い て ( 答申)｣ が出された ｡

特別支援教育に おける基本的な考えで もある ｢障害の

ある児童生徒に対し て そ の
一 人 一 人 の教育的 ニ

ー ズ を把

握し､ 当該児童生徒の持て る力を高め､ 生活や学習上の

困難を改善又は克服するため に ､ 適切な教育を通じて 必

要な支援を行うも の｣
4)
は
､ 教育的な立場か ら考え ると

至極当然な在り方が ようやく全体的な流れ に なり つ つ あ

ると いえ る の で はな いだ ろうか ｡ そ の意味に お い て は､

支援を受ける本人はもちろん の こ と､ ど の ような立場で

あ っ て も歓迎され る べ き考え方で あると いえる ｡

具体的な取り組み はすで に モ デ ル地域にお い て 先進的

な取り組みの 報告が なされ て き て い る｡ その 中 に は学校

教育の 分野だ け に と どま らず ､ 例 えば ､ 滋賀県甲西町

(現湖南市) に みられる医療､ 福祉､ そ し て 地域と の 連

携をもふ まえた取り組みがあり
5)
､ 同様 の 取り組み を進

め て い るもの に と っ て は
､
ま さ に追 い っ き追 い越 せ と の

意識が否が応で も高ま っ て いく次第で ある｡

三重県に お い て も北勢地区等を はじめと して モ デ ル地

域の指定が順次なされ て き て おり､ 例 えば四日市地域で

は､ 地域特別支援教育 コ
ー

デ ィ ネ ー タ ー を設置し､ 中学

校区に おける支援体制が整備され て き て い る
6)

｡

しか しながら､ こ の よ うな モ デ ル地域は現在の と ころ

県内全域に は及ん で おらず､ 未整備の地域もある｡ ま た､

モ デ ル地域で あ っ ても､ 学校 で の体制がやはり基盤にな っ

て お り ､ そ の上 で の連携が不可欠で ある｡ ま た､ モ デ ル

地域以外の取り組み の枝葉に値する各学校現場に目を向

けて み ると､ 実情は様々 で ある｡ 特別支援教育 コ
ー

デ ィ

ネ ー タ ー

､ 個別 の指導計画､ 校内委員会と い っ た整備さ

れる べ きも のが未整備で あ っ た り ､ 整備され て い て も機

能 して い なか っ たりと ､ 今後の 体制の 在り方が問われ て
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い ると い える｡

本稿で 事例と して取り上げた A 小学校は M 市中JL ､部

に位置して い る｡ 周辺 に は史跡や市役所､ 複数の 商店街､

住宅等が密集して い るが､ 近年 ド
ー

ナ ツ 化現象に より､

児童数が減少傾向に ある｡ 2 0 0 4 年 4 月現在 ､ 児童数 1 70

名､ 教員数 14 名 ( 校長 1 ､ 教頭 1 ､ 教諭 1 0 ､ 講師 1 , 秦

護教諭 1) 学級数 8 ( 内障害児学級 2) の い わ ゆる小規

模校で ある｡

2 0 0 4 年度は､ い わ ゆる特別支援教育 コ
ー デ ィ ネ

ー タ ー

､

校 内委員会､ 個別 の指導計画等が十分整備され ておらず､

従前 の体制の まま取り組みがすすめられ て おり､ 他校 の

取り組みと同様に ､ 2 0 0 4 年度 に特別支援教育 コ
-

デ ィ

ネ - ク ー

養成講座の受講及び校内支援体制の確立 に向け

て の試み､ 2 0 0 5 年度より特別支援教育 コ
ー

デ ィ ネ ー タ ー

を 中心 に ､ 校内支援体制を整備 し つ つ あ る段階にある
7)

｡

そ の 背景 に は､ 特別支援教育とい う言葉 は耳慣れて き

て い るが､ 実際に は

① これま で の 障害児教育に おける取り組みを進め て い る

に と どま っ て い る こ と｡

②具体的に通常学級に おける児童に対する支援に つ い て

は
､
全体で の話し合い に お い て ､ 共通理解をし て い る

こ と｡ ( た だ し､ L D ､ A D H D ､ 高 機能自閉症等 の み

を支援対象児童とは限定して い な い ｡ ) 例 え ば ､ 人権

同和教育研修の 視点か ら ､ A 小学校で は ｢ 心を寄せ

る子の 交流｣ 等で継続しで情報交換がなされ て い るケ
ー

ス も ある こと｡

③各ク ラ ス の状況に つ い て は､ 担任 の判断で対処 して お

り､ あ え て全体の場で協議しなく て はならな い レ
ベ ル

で はな い と い う意識がある こと｡ ( 緊急事態 で はな い

と い う認識)

④教師の意識が特別支援教育との言葉に は敏感で はある

が
､ 実際は障害児教育担当者の これま で の取り組みと

の 差異に理解が進ん で い な い こ と｡

等の 現状が挙げられる｡

た だ
､

- ー

ド面 とし て単 に コ
ー デ ィ ネ ー タ ー や 校内委

員会の 設置等に留まる の で はなく､ そ れ ら の機能性を は

かる こと､ い わ ゆる ソ フ ト面を重視 して い かなくて は い

けな い と考える｡

そ こ で ､ 本研究に お い て は､ 特別支援教育に 関わ っ て

校内支援体制の構築に あたり､ 新 た に支援 シ ス テ ム を開

発導入し実践する こと に より､ そ の成果と課題を明らか

に し､ 今後の特別支援教育に おける校内支援体制の 在り

方を検討して い く こととする｡

援 シ ス テ ム｣ を開発導入 ( 図1 - 1 及び図 1 - 2 参照)

｢ 支援 シ ス テ ム｣ は､ 通常学級在籍児童および障害児

学級在籍児童に つ い て具体的な支援を推進して いく上で

の体制の基盤となるもの で ある｡

(3) 主な支援の流れ

主な支援の流れ は以下の よう で ある｡

通常学級在籍児童 へ の 支援は､ チ ェ ッ ク リ ス ト
8)
を 用

い る方法 ( チ ェ ッ ク リ ス ト に より支援対象児童を絞り､

児童 の実態､ 現在 の対応､ そ の対応後の様子を整理 し､

通常学級在籍児童 に対する支援の流れ

(丑チ ェ ッ ク リ ス トに よ る支援対象児童の チ ェ ッ ク

(実態把握)

･ 各担任が 実施

②支援対象児童の確認

･ 障害児学級担任 と担任で検討 - 全体で 確認

③支援案検討 ( 1 学期末)

･ 全体で 検討

④支援案決定 ( 2 学期始)

･ 全体で 検討､ 決定

⑤支援案実行

･ 各担任が 実施

･ 問題 点が あれ ば ､ そ の 都度検討 し､ 支援案の 再検討

もあり得 る｡

⑥評 価 (学年末)

･ 各担任で 評価 - 全体で 確認

⑦ シ ス テ ム チ ェ ッ ク

･ 全体で 検討､ 確認

* 緊急度 に応 じて 実施時期を考慮す る｡

* 実施時期 は目安 とす る｡

* 学期 ご と に個別の指導計画 ( P - D - S ) を 作 成 ･ 実

施す る｡

図1
-

1 支援 シ ス テム (通常学級)

具体的な支援案を作成し実行) を実施する こととした｡

障害児学級在籍児童 へ の支援は､ 個別 の指導計画に基

づく支援を継続 して 実施 した｡

個別 の指導計画に つ い て は､ 通常学級在籍児童に対す

る支援 は初めて の試み で あ っ た ため､ 記入し て いく こと

が目的にならな い ため に ､ 記入し て いく上で抵抗が少な

いと考えられる簡易な書式とし､ 最低限必要な項目と思

われるもの の みを載せた｡ そ の ため､ 通常学級と障害児

学級と は別様式と した｡ ( 図 2 - 1 及 び図 2 - 2 参照)

2 方 法

(1) 実施期間 : 2 0 0 4 年 4 月 - 2 0 0 5 年 3 月

(2) 特別支援教育における校内支援体制の核となる ｢支
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障害児学級在籍児童 に対す る支援の流れ

【計画】

①実態把握 (各学期始め) : 各担任

②長期課題､ 短期課 題 の 設定 (各学期始 め)

･ 各 担任､ 本人､ 保護者

③課題 の確認 (各学期始 め) : 全体

【実行】

④支援案 の実施 (課題決定後) : 各担任

【評価】

⑤支援案実施 に対す る評価 (各学期末)

･ 各担任､ 本人､ 保護者

⑥ シ ス テム チ ェ ッ ク (学年末) : 全体

* 緊急度 に応 じて 実施時期を考慮す る
｡

* 学期 ご とに 個別の指導計画 ( P - D - S ) を 作 成 ･ 実

施する｡

図1 - 2 支援 シス テ ム ( 障害児学級)

(4) 特別支援教育に 関わる内容 ( L D ､ A D H D ､ 高機能

自閉症等の 児童の 理解及び個別の 指導計画､ 支援 シ ス

テ ム に つ い て) の 校内研修 (全体協議) を計画､ 実施

した

年度当初､ 校務分掌上 コ
ー

デ ィ ネ ー タ ー は 指名され て

い なか っ た ため
､ 代 わり に 障害児学級担任が シ ス テ ム を

立案 し､ 相当する役割の担当となり､ 校内委員会に つ い

て は
､ 障害児教育推進委員会が相当する役割を担う こと

とした｡ ま た､ 児童 の実態把握に用い る チ ェ ッ ク リ ス ト

に つ い て は､ 内容 に つ い て確認後､ 各担任に チ ェ ッ ク を

園 2
-

1 個別 の 指導計画書式 (通 常学級)

年度 個別の指導計画書 作成 日 年 月 日

生年月日 記入者名

( 保護者の願 い)

(長 期課題)

長期課題

( プ ロ フ ィ ー ル ･ 短 期課 題)

領域 現在 の様子 短期課題 手 だて 評価

生活

団 ① ① ①

② ② ② ②

③ @ ③ ③

* 各学期 ごと に各教科 につ いて 記入する
* ① は 1 学期を表す

学習

l

J

【国語】 【国語】 【国語】 【国語】

① ① ① ①

② ② ② ②

③ ③ ③ ③

* 各学期ごとに 各教科に つ い て 記入する

* ① は 1 学期を表す

( 支援 のポ イ ン ト)

園 2 - 2 個別 の指導計画書式 (障害児学級)

任せる こととした｡ た だ し､ チ ェ ッ ク そ の もの の判断は

担任に任せるため､ 厳密さ はあえ て要求せず､ 日頃の様

子を ふ まえ て の判断とした｡

3 結 果

(1) 通常学級在籍児童に対する支援につ いて

支援 シ ス テ ム を整備し実施すること により､ これま で 実

施で きなか っ た通常学級在籍児童 (特別支援教育対象と

思われる児童) に つ い て支援案を実施 ( pl a n 立案 - D o

実施 - s e e 評価) する ことがで きた｡

2 0 0 4 年度 に つ い て は､ 通常学級在籍児童 1 68 名中､ 2

名 に つ い て具体的な支援案を策定 し､ 実施､ 評価する こ

とが できた｡

シ ス テ ム の流れ に沿 っ て み て いくと､ まず､ チ ェ ッ ク

リ ス ト を用 い た担任に よる チ ェ ッ ク を シ ス テ ム 案提示確

認後､ 約 1 か月 の チ ェ ッ ク期間を経て (行事と の関係に

より) 提出としたと ころ､ 中学年 1 名､ 高学年 1 名が対

象児童と して あが っ た｡ い ずれ も医師に よる診断はされ

て い な い ｡

こ の 2 名 に つ い て 支援が可能か どうか ､ 担任と障害児

学級担任とで 検討 し､ 目標､ 手だ て を中心に支援案をま

とめた｡ 支援案に つ い て は､ 全体 で 内容を確認し､ 実施

期間は､ 10 月始めから翌年 2 月ま で継続し取り組ん だ ｡

評価 に つ い て は､ 学年末に担任に よる評価を行い ､ 全体
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の 場で 確認した｡

しか し､ シ ス テ ム チ ェ ッ ク ま で は十分で きず､ 次年度

の実施も含めて 検討する こ ととした｡ ケ
ー

ス に 関する支

援の概要に つ い て は､ 以下 の よ う で あ っ た｡

①ケ
ー

ス 1 ( 中学年)

基礎学力の不足か ら授業内容 へ の 理解が十分で はな い

こ とから､ T T に よ る支援 に より､ 個別対応で きる体制

を これま で より増やすこ ととした｡

T T に つ い て は指導時問の 増加に より ､
こ れ ま で より

も個別に対応する時間が増え､ 児童 の つ まずき に対し対

応で きる時間が増えた｡ し かし人的な問題から対応で き

る時間は限定せ ざるを得なか っ た｡

② ケ ー ス 2 ( 高学年)

基礎学力の不足から授業内容 へ の 理解が十分で はな い

ため
､ 放課後の指導時間を確保し､ 個別対応に より学力

補充をし て いく こととした｡

放課後の時間に つ い て は､ 会議等と重ならな い 曜日 に

実施し､ 対象児童も含めて 複数の 児童に つ い て個別 に指

導した｡

指導内容とし て は､ 基礎的な問題を中心 に取り組ん だ

が､ 時間の確保が十分で きなか っ た｡ た だ継続 して 取り

組む こと に より､ 意識面で の 働きか け に はある程度効果

があ っ たもの と考える｡

(2) 障害児学級在籍児童に対する支援につ い て

障害児学級在籍児童に つ い て は､ A 小学校オ リ ジ ナ

ル の 書式に よる個別の 指導計画に お ける P
- D - S に 塞

づ い て 支援を実施する こ とが で きた｡

従前の モ デ ル と して 扱われ て い る
一

般的な個別の指導

計画の 書式を改定し､ 書式 に つ い て はより シ ン プ ル な も

の と し､ 通知表と の リ ン クが可能な内容を記載できるも

の と した｡

運用 に あた っ て 教師の 記述はで きる部分か ら取りかか

り､ 欄 を埋め て いくだ け の作業に なる ことは避け､ 機能

面を重視した｡

ま た､ 教師の 記述のみ に とどまらず､ 保護者と内容に

っ い て の確認を実施する こととし､ 目標､ 手 だ て等 の共

通理解を図る こ とを心が け､ 目標 に かかわる日常的な活

動の様子に つ い て は､ 連絡帳､ 家庭訪問､ 電話連絡等､

これ ま で の方法を継続しながら伝え て いく こ とが で きた｡

(3) 研修体制につ いて

特別支援教育及び校内支援体制に つ い て情報交換を含

め､ 理解を深める ことが で きた｡

1 学期 の校内研修会で は､ 障害児学級在籍児童に つ い

て の 日常 の様子に関する情報交換会を設定し､ こ の とき､

個別 の指導計画に つ い て の説明を併せ て行 っ た｡

校内夏季研修会に お い て ､ シ ス テ ム の流れ､ 各項目に

っ い て の確認をした｡ 試行的な意味合い も含め て シ ス テ

ム の流れ に沿 っ て支援を進め て いく ことを全体で確認 し

た｡ こ こ で 特別支援教育 に つ い て 理解 を深 める ため に

｢ 特別支援教育に つ い て｣ ｢ 軽度発達障害に つ い て｣ の学

習会を実施した｡

法整備に関わる点は十分検討で きなか っ た が､ シ ス テ

ム 実施 に より､ 法整備後もス ム
ー

ズ に移行で きる体制づ

く りをすすめて いく こと で共通理解するこ とが で きた｡

しか し
､ 細部 に つ い て は十分検討することが できなか っ

た ため
､
ス ケ ジ ュ ー ル に つ い て は弾力的に扱う ことと し

た｡ ま た､ 支援 シ ス テ ム 導入後の研修体制が十分整備で

きなか っ た｡

支援案決定後､ 関連する内容に つ い て の研修がもてず､

ま とめ の段階で の み報告を兼ねると い う こと で あ っ た｡

ま た､ 授業公開を計画的に行う ことがで きなか っ たため､

障害児学級に つ い て も授業の様子を十分公開するま で に

は至らなか っ た｡

4 考 察

(1) 支援 シ ス テ ム に つ い て

①チ ェ ッ ク リ ス トに つ い て

チ ェ ッ ク そ の もの は対象児童の様子が該当項目に あ て

はまるか どうか チ ェ ッ ク すると い っ た シ ン プ ル な内容で

あ っ た ため､ 通常学級担任で あ っ て も容易に取り組める

もの で あ っ た｡ しか しながら､ あくま で も判断して い く

ための 参考資料と したため､ 厳密な判断はあえ て 求めな

か っ た｡ そ の ため､ 対象児童をす べ て 網羅で きたと はい

え な いと考える ｡

ま た
､ 挙げられ た児童に つ い て は､ チ ェ ッ ク する以前

に 日頃の行動等により該当する ことが明らか で あると い っ

た ケ ー

ス もあ っ た｡

チ ェ ッ ク する側があれも これもと い っ た感覚になるケ
ー

ス も出てく る｡ 同じ チ ェ ッ ク で も レ ベ ル に差が 出て く る

ことも考えられる｡ ま た､ 対象児童が教師に より態度の

変容が見られるケ
ー

ス もあり､ 詳細 に つ い て は
一

様 に判

断で きな い と い う問題も見られ た｡

現在 の と ころ､ と り あえず利用して い ると い っ て も良

い状況で ある｡ 先行研究等を検討しながら､ よ り負担の

少な い ､ わ か りやすい も の をオリジ ナ ル なも の とし て開

発し て いく ことを検討して も良い ｡

一

番近く に い る担任が最もよく児童に つ い て 理解し て

い ると学校現場で は言われ て い る｡ 観念的で はあるが､

大切 に した い点 で もある｡

今後､ 他 の チ ェ ッ ク リ ス ト と の併用等も考えられるが､

現状 で は､ 教師の理解度に差異があるため導入する こと

に は混乱を招くおそれもあるため､ 慎重 に進め て行かな

くて はならな い ｡

②協議に つ い て

担任と の協議時間が限定され､ 十分な時間保障がで き

-
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なか っ た｡ そ の た め､ 共通理解が十分で きたとは い えな

い ｡ フ ォ
ー

マ ル な会議に つ い て は､ 職員会議､ 研修会の

場を利用して いく こ と も可能で あり ､
A 小学校の よう

に小規模校の 場合は､ あ え て関係者だけが集ま るよりは

話し合い の 効率が よ い ケ ー ス も ある｡ 加 え て会議の精選

も含め ､ 時間確保の 工夫が必要で ある｡

③個別の 指導計画に つ い て

A 小学校オ リ ジ ナ ル の 書式を用い る こと で ､ 障害児

学級で は保護者との 共通理解や通知表との リ ン ク等効果

的な活用がはかれた反面､ 通常学級で は保護者 へ の 開示

に ま で 至らず､ 校内運用に と どま っ た｡ い ずれ の場合も

各場面に お い て具体的な目標設定がで きず､ 評価が明確

で はなか っ た｡ ま た､ 設定場面が限定され て い たため､

生活全般を網羅すると ころま で に至らなか っ た｡ こ れ は､

項目 に つ い て最小限度に抑えた ことも関係して い るもの

と考える｡ こ の目標設定等の ス ケ ジ ュ
ー ル に つ い て も当

初決定して い たもの とは変更とな っ た｡ 慣 れ て い な い こ

とが大きな要因と考えるが､ あ る程度の枠内とい っ た大

まか な設定が適当なの かもしれな い ｡

保護者の意識とし て は､ 新 し い試み とし て受け取られ

て おり､ 学校主導で進め て い かざるを得なか っ た｡

し たが っ て
､ 書式そ の も の はもちろん の こ と､ 目標等

に つ い て も大枠で は理解し て い て も細部ま で確認するま

で に は至らなか っ た｡ 学校 に任せる部分が大きく影響し

て い たも の と考える ｡

④ シ ス テ ム担当者につ いて

今回の 支援 シ ス テ ム 担当者は障害児学級担任が中心と

な っ た｡ 年度当初 コ
ー

デ ィ ネ
ー

タ
ー

が指名され ておらず､

障害児学級担任が理解 して い る内容が多く含まれ て い た

こ と､ 特別支援教育 コ ー

デ ィ ネ ー タ ー

養成研修を受けて

い た ことから シ ス テ ム の 開発運用に 関して主 に携わる こ

ととな っ た｡ こ の よ う に 障害児学級担任が コ
ー

デ ィ ネ ー

タ ー と な っ て い る学校も多い ｡

実際､ シ ス テ ム に関し て は専門的な知識が必要とされ

る点が多く､ 加 え て ある程度の経験がな い と機能面に つ

い て も十分な効果が期待で きな い と い える｡ た だ､ 障害

児学級担任は自分の学級が ある ことか ら自由度がそれ ほ

ど高くなく ､ 通常学級在籍児童に つ い て の把握が難し い

状況に もなりう る こ とも考えられ る｡ こ の点は各学校に

より状況は異な っ て く る で あろう｡

い ずれ に して も中心と な っ て シ ス テ ム を推進する役割

の教員が必要で あり ､ 実質､ コ
ー

デ ィ ネ ー タ ー と して の

役割を担 っ て い く教員は不可欠で ある｡

(2) 校内研修につ い て

特別支援教育に つ い て の 研修を行い ､ 職員間で共通理

解を図 っ た が､ 支援体制の捉え方に若干の差異が見 られ

た｡ 全体協議を設定し､ 共通理解を深め て いく必要があ

る｡

ま た､ わ か りやすく提示 して いく こと も必要で あり､

難解な言葉の 羅列や説明等ばかり で はなく､ 具体的なケ ー

ス に つ い て どの ような対応が有効で あるかと い っ た話し

合い も随時提供して い く ことも必要で ある ｡ 身近な話題

が やはり理解しやすく日々 の実践 に即応で きる強みも あ

り､ 教師側の意識も高くなるも の と考える｡ 障害児学級

で の授業研究も
ー

つ の 方法とし て検討で きる｡

(3) 保護者 へ の情報公開

特別支援教育を推進して いく上で ､ 障害児学級在籍児

童の 保護者の みならず､ 全体 へ の情報発信が不可欠で あ

り､ 協力体制の確立が必要で ある｡

しか しなが ら､ 現在の と こ ろ､ 全体 へ の情報発信は法

的な整備が十分で な い こ ともあり､ 学校からは公的な発

信 はで きなか っ た｡ 従前の 障害児教育の とらえ で特別支

援教育を考えて いる保護者も多い も の と推察される｡ 特

別支援教育の 理念で ある
一

人
一

人 の ニ ー ズ に 応じた支援

を確かなもの に して い くため に慎重に啓発をも含めて 進

め て い かなく て はな らな い ｡

ま た､ 保護者から の要望に より ク ラ ス の 子どもが特別

支援の対象か どうか検討する ことも今後予想され る｡ 関

係機関との連携もい っ そ う進め て い かなく て はならな い｡

5 結論及び今後の 課題

支援 シ ス テ ム を開発導入した結果､ 今後､ シ ス テ ム を

運用して いく上で ､ 特別支援教育 コ
ー

デ ィ ネ ー タ ー を 中

心と した全教職員に よる共通理解が不可欠で ある ことが

明らか に な っ た｡

こ れ ま で述 べ て きたよう に
､ 支援 シ ス テ ム の推進役と

なる担当者は､ シ ス テ ム の過程で扱う チ ェ ッ ク リ ス ト や

個別の 指導計画等をはじめとした専門的知識を有する こ

とが必要不可欠で ある｡ そ の ため､ や は り コ
ー

デ ィ ネ
ー

タ ー を校務分掌上に定め､ 指名する ことが求められる｡

加 え て 支援体制を整備して いく上で こ の ような専門的

知識を有する教員の 指名が望まれ るが ､ 通常学級支援の

点を考えると､ 必ずしも障害児学級担任で ある必要性は

な い と考える｡ む し ろ
､
全体を見 る こ とが で き る教員

( 例えば ､ 教頭や専科担当教員等) の方が実態把握の 点

で は優れ て い る の で はな い かと考え る｡

ま た､ 支援 シ ス テ ム の実施段階にお い て も支援の在り

方に つ い て共通理解を深める必要が ある
9)
｡ 校 内研修等

に より全員が支援 シ ス テ ム に つ い て の 理解をさ ら に深め

て いく こ とが必要で あるが､ 特 に子 どもの 実態把握に つ

い て は チ ェ ッ ク リ ス ト を用 い る ことか ら､ 支援 の成否の

鍵を握 っ て い ると い える｡ そ の基盤となる子 ども の理解

を教職員
一

人 ひ と りが深め て いく ことが何よりも重要で

あると考える｡

な お､ 全体で 支援で きる体制を整備して いく上で ､ 以
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下 の点が課題と考える｡

(1) 支援 シ ス テ ム の 改善に つ い て

シ ン プ ル で ある ことが負担にな らず､ 使 い やすさ に つ

ながるため
､ 機能面の 向上を絶えず重視して いく必要が

ある｡ 今後 の シ ス テ ム運用に関して は､

① コ
ー

デ ィ ネ
ー タ ー

の 指名

②校内委員会の 整備

③関係機関等との連携の 強化

④柔軟なス ケ ジ ュ
ー

ル の 設定

⑤チ ェ ッ クリ ス トの共通理解

の 検討が不可欠で あり､ P - D - S の サ イ ク ル に おけ る

運用と並行 して 整備して いく必要が ある もの と考え る｡

(2) 各担任の 支援における エ夫

対象児童に対するこれま で の支援を含めた具体的なケ
ー

ス に よ る支援方法の 提示 (支援の 成功例や失敗例の情報

交換等) や先進校の 取り組み等を取り入れ たり ､
T T を

は じめと した人的な配置が可能で あれば ､ 臨機応変に そ

の体制を整備したりする こと も必要で ある｡

(3) 日 々 の情報交換につ いて

ど こ の学校にお い て も そう で あ るよ う に ､
A 小学校

の場合も､ 子 どもの 様子ある い は心を寄せる子の 交流を

職員会議 ､ 研修会等､ 全体が集まる会議にお い て 時間設

定 して いる｡ こ の と き ､ ク ラ ス 担任か らの 報告等が なさ

れ て おり､
一

部で はあるが子どもの 様子を知る こ とが で

きる｡ 校内委員会等､ 別 に設定した会議が十分機能して

いな い場合､ 代 わり の 補充機関と して役立 っ 場でもある｡

原案を作成 して い く作業的な要素が強い 場合は除い て ､

校内委員会に こだわ らず､ い く つ か の 場を利用して いく

ことも情報交換を継続 して いく に は必要で あると考える｡

ま た､ 会議 の場だ けで はなく､ 日常的な情報交換を密

に する ことも必要で ある ｡ 直接関わ っ て い な い場 で の様

子 は側 に いる教師等の 話が大事な情報源で ある｡

(4) 保護者と の共通理解に つ い て

基本的に は､ 情報を精選し､ わ かりやすい資料を提供

する姿勢が重要とな っ て く る｡

現在 の と ころ､ 法的な部分は明確に で きな い点はある

も の の ､ 情報とし て は豊富に ある もの と考える ｡ ただ ､

情報提供や公開を拙速するあまり ､ マ イ ナ ス イ メ
ー ジ が

先行し て はせ っ か く の機会を逸して しまう こと にな りか

ねな い ｡ 特別支援教育の 理念をわかりやすく伝え ､ 具体

的なケ ー ス を明示 して い く こ とが理解を深めるため に は

まず必要な こと で ある｡

ま た､ 保護者に と っ て は､ 自分の 子どもが どうな るの

か
､
ク ラ ス が どうなる の か ､ と い っ た こ とが最大関心事

で はな い だ ろうか｡ 保護者向けの 研修会や個別に相談す

る機会を設 け､ 丁寧に対応して い く ことも必要で あ る｡

こ れ に併せ て保護者か らの 要望もシ ス テ ム の 中 に つ な ぐ

ことも必要に な っ てくるもの と推察される｡

制度 の改正に合わせ て ､ 急 に変わる ことも体制とし て

はなじまな い部分も多い の で はな い だろうか｡ 移行措置

的な部分も残して いく必要もあると考える｡

(5) 校内研修体制の整備につ い て

校内研修に つ い て は､ 特別支援教育に 関わる内容だけ

で はなく､ 校内研修テ ー マ に 関わる内容､ 人権同和教育

に関わ る内容等､ 年間ス ケジ ュ
ー

ル に 沿 っ て は ぼ内容が

決ま っ て い る の が現状で ある｡ そ の 中で計画的､ 効果的

に進め て いくため に は､ あ る程度的を絞り込む ことが必

要で ある｡ シ ス テ ム が軌道に乗るま で は､ まず シ ス テ ム

に関連する話題提供が必要で あると考える｡

注) 個人情報保護の観点か ら､ 個別 の指導計画に つ い て

は書式の み を掲載した｡
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